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TOPICS

乳 が ん の 情 報 は
アプ リに お 任 せ！

皆 さん は 、乳 が ん の 最 新 の 情 報 を 知り

たくありま せ ん か？よく芸 能 人 の 方 が 乳

が ん に か か ったというニ ュース が 流 れ る

と、乳 が ん 検 診 を 受 け て 早 期 発 見 す る

こと が 大 切 だと 報 道 され たりしま す。 し

か しマン モ グ ラフィは 痛 い し 、被 爆 す る

し 、高 濃 度 乳 房 ※ か もし れ な い し 、自 分

に 合 っ た 検 診 の 受 け 方 が わ か ら な い と

悩 ん で、結 局 気 に な って も 何 もで き な い

方 が 多 い の で は な いでしょうか？

れ まし た 。 自 分 の 年 齢 や 状 況 を 入 力 す

ると、自 分 に あ った 検 診 の 選 択 肢 が 出 る

ように な って い ま す。 こ れ か らも 次 々と

新 情 報 を 入 れ る 予 定 で す。 是 非 お 役 立

て いた だきた いと 思 いま す。

医 療 法 人 湘 和 会

湘 南 記 念 病 院

乳がんセンター長

土 井   卓 子

ス マ ートフ ォン でQR
コードを読み 取ってア
プリを取得してください

― 検診率向上を目指して ―
私もこのア プ リの 開 発 に 立 ち 上 げ か ら

関 わら せ て いた だきまし た 。 このア プ リ

を 作 ろうと 思 っ た き っ か け は 、マン モ グ

ラフィ検 診 受 診 率 が 頭 打 ち に なり、乳 が

ん 死 亡 率 も低 下 に 転じてこな い ことか ら 、

ど うに か し た い と 思 ったことで す。 日 本

で 乳 が ん 検 診 制 度 が 確 立されて 2 2 年 と

なりました 。 最 初 は 1 5 ％ 程 度と低 か った

受 診 率 は 上 昇し 、現 在、約 4 4 ％ま で 上 昇

しました が 、そこから 横 ば い のままで す。

死 亡 率 は ま だ 上 昇 が 続 い て い ま す。 受

診 率 4 4 ％とい っても 、同じ人 が 繰り返 し

受 診 され ること が 多く、 1 回も 検 診 を 受

け た こと の な い人 もま だ 多 く、こ の 未 受

診 者 の 中 に 乳 が ん が 多 く隠 れ て い る 可

そこで 現 在 の日 本 で 発 症して い る 乳 が

ん の 現 状 か ら 、検 診 の 受 け 方 、自 己 触 診

の 仕 方 を 解 説 し た 動 画 や 良 性 の し こり

の 情 報 、高 濃 度 乳 房 の 解 説 など の 最 新

情 報 が 手 軽 に 手 に 入 るア プ リ が 開 発 さ

※ 高 濃 度 乳 房とは、乳 房 の 中 の 乳 腺 の 割 合 が 高
い 状 態をさします。 高 濃 度 乳 房 の 場 合は、マン
モグラフィではがんと乳 腺の見 分 けが 困難と言
わ れて います。 詳しくはブ レストヘルスナビ で
チェックしてみて下さい。

 

ブ
レ
ス
ト
ヘ
ル
ス
ナ
ビ 

ア
プ
リ
画
面



2 ピンクリボンNEWS　2022・春　vol. 11　No. 1

認定 NPO法人 J.POSH

能 性 が ありま す。 講 演 会 、ピ ンクリボ ン

ウォ ー クなど 様 々なイベ ントで 受 診 を 呼

び 掛 け ても 、関 心 の な い方 に は な か な か

届きま せ ん 。

も し 、自 己 触 診 が 習 慣 と な り 4 0 歳 に

な った ら 検 診 に 行くの が 当 たり前 、自 分

の 乳 房 の こ とを 理 解 して 異 常 に 気 が 付

いたらすぐ 外 科 、乳 腺 外 科 を 受 診 する の

が 当 たり前とい う 社 会 に な れ ば 、受 診 率

も 上 が り、死 亡 率 も 低 下 してくる こ とと

思 わ れます。 乳 がん の 認 知 をここまで 高

め ることを「 ブ レストア ウェアネス」と 呼

び ま す。 1 0 代 、 2 0 代 の 若 い人 に ブ レス

トア ウェア ネ スを 広 め て おくこと が 、 2 0

年 後 の 受 診 率 を 確 実 に 上 げ て い く方 法

だと言 わ れており、学 会 や 政 策 で の 取り

組 みも 始 まって い ま す。 こ の ブ レストア

ウェアネスは 学 校 教 育 に 入って い る わ け

で は なく、普 及も 容 易で は ありま せ ん 。

【鎌倉市の取り組み】

鎌 倉 市 で は 市 の 検 診 事 業 として 2 0 代

3 0 代 女 性 を 対 象 に「 乳 房 健 康 指 導 」と

い う 名 称 で 看 護 師 、助 産 師 な ど が 申 込

者 に 時 間 を取って 乳 がん の 疫 学 、自己 触

診 の 方 法 、検 診 の 受 け 方 など を 説 明 して

いま す。 受 講 され た 方 か ら は 好 評 で、指

導 者 の 熱 意 も あ って 該 当 年 齢 に な っ た

ら 検 診 を 必 ず 受 けようと 思うと 感 想 を い

た だ いて います。 この 内 容 をい つ でも繰

り返 し 見 ら れ るように 作 成し た の が この

ア プ リで す。

また 、鎌 倉 市 以 外 の 方 にもぜ ひ ご 活 用

い た だ き た い と、全 国 ど こで も 無 料 で ダ

ウン ロ ード で きるようにしまし た 。 自 分

の 年 齢 や 家 族 歴 など を 入 力 す る と自 分

に あ っ た 検 診 の 受 け 方 が 表 示 さ れ るよ

うに な って いま す。 最 新 情 報 を次々載 せ

て い くほ か 、今 後 は Yo u  Tu b e で 情 報

発 信 さ れ て い る 先 生 と つ な げ て 動 画 で

― ブレストアウェアネス ―

の 情 報 も 使 って い た だ けるようにして い

きま す。 ス マ ートフォン で ＱＲコ ード を

使 用 して い た だ くか 、「 ブ レスト ヘ ル ス

ナビ」と検 索してください 。

ブレストヘルスナビ WEBサイト画面

手 軽 に 必 要 な 情 報 が コンパ クトにまと

め ら れて い ると 思 いま す の で、年 齢 層 を

問 わ ず、ど な た で も自 由 に ご 活 用 い た だ

け る と 思 い ま す。 ご 家 族 や お 友 達 に も

勧 め て あ げ てください 。 仕 事 や 家 事 、育

児 、介 護 と 忙 しく、と か く自 分 の こ と は

後 回 し に して し ま い が ち な 現 代 女 性 で

す が 、自 分 が 健 康 で 明 るくは つらつとし

て い る こ と が 職 場 も 家 庭 も 明 るくす る

大 切 な 要 因 で す。 輝 い た 自 分 で い る た

め に 、最 も か か り や す い 乳 が ん に も 気

を 付 け て 先 手 の 対 応 を して い きまし ょ

う。 万 一 か か ったとしても怖 が って 悪 化

さ せ て し まうこ とな く早 期 発 見 で、上 手

に 乗 り 越 えて いきましょう。 今 後 も Yo u  

Tu b e で 動 画 配 信 する 医 師と 協 力して た

くさん の 情 報 を 次々と更 新 して いく予 定

で す。 ぜ ひ 繰り返 し ご 覧 に な ってくださ

い 。 ア プ リ が 少 しで も 皆 様 の 健 康 の お

役 に 立 て た ら 幸 甚 に 存 じ ま す。 男 性 の

方 にも知 って いた だきた い 情 報 で す の で、

男 性 の 方 の ご 利 用も 期 待しておりま す。
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日本 生活 協同組合 連合 会（ 日本 生協連＝

東 京 都 渋谷 区、土 屋 敏 夫 代 表 理事 会長）は、

宅配や店舗での商品販売、共済、医療、福祉

事 業など 幅 広く取り組んでいる全 国の各 種

生 協など が 加 入する全 国 連 合 会。 現 在 約

320 会員が加入し、組合員総数は約 280 0 万

人と日本最大の消費者組 織。生協は消費者

自身が出資して組合員となるが「生協組合員

の大半は女 性であり、女 性のがんの罹 患者

数の 第 1 位 である乳 がん のピンクリボン運

動を支 援したい」と日本 生 協連は 17 年 2 月

に J.POSH のオフィシャルサポーターに登 録。

以 来、毎 年定 期的にご 寄 付を頂いているほ

か、各生協の学習会や店頭イベントなどの場

でピンクリボン運 動に関わる学 習活 動など

を展開されています。

日本生協連の主な活動内容は

① コープ商品を供給（卸）する全国の生協の

売り場（宅配、店舗）において「ピンクリボ

ン運動に協賛」している旨をアピール

② 一 定 期 間 に お けるコープ化 粧 品・ブラ

ジャー の 供 給 数 に 応じた 金 額を 集 計し、

J.POSH に寄付

③ 化 粧 品 学 習会 や店 頭イベントなどの 場で、

ピンクリボン運動に関わる啓 発活動を開催

④ 取り組みの内容や成果について組合員に

知らせ、乳がん 啓 発 の活動の認知と共感

を高めていく…など。

寄 付活動は毎年、秋のピンクリボン月間に

合わせてコープ化粧品の供給数 ( 販売個数 )

に応じた金 額をJ.POSH にご寄 付して頂い

ています。コープ化 粧品全品が対 象で、22

乳がん啓発の情報をチェックする組合員
（組合員参加イベント会場で）

J.POSH への寄付対象は全てのコープ化粧品
（写真上下ともに日本生協連提供）

日本生活協同組合連合会

化 粧 品・ ブ ラ ジ ャ ー
販 売 実 績 に 応 じ 寄 付

年度は９月１日から10 月 20 日をキャンペー

ン期間に設定されています。また、通販本部

（ 奈良 恵子 執 行役員通 販 本部 本部長）では

通年のブラジャーの供給 実 績に応じた金額

をご寄付頂いています。

日本 生 協 連 が、加 入 生 協に 独自ブランド

の 化 粧 品を 供 給し 始 めてからの 歴 史 は 長

い。藤本友子執行役員第二商品本部本部長

は「 化 粧品を取り扱い始めて今 年で 45 周年。

組合員である女性 消費 者の皆さんからのご

寄 付は、乳がん啓 発活動にフイットしている

と考えています。さらに力を入れて息の長い

活動にしていきたいと思います」と話してお

られます。

全国の生協で乳がん啓 発活動
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有限会社ヨガワークス 株式会社フラウ・インターナショナル 株式会社ダイアナ

ジャパンリスクマネジメント株式会社 医療法人健優会 マンモプラス竹尾クリニック

株式会社ベネフィット・ワン

株式会社オフィストゥーワン 株式会社ヤクルト本社

有限会社

コープサービスしこく

スリーエー・ライフ株式会社

社会医療法人財団  池友会

福岡和白総合健診クリニック
京都奉製株式会社

JFRカード株式会社

日産プリンス

札幌販売株式会社

有限会社バリカン堂

株式会社ローズ・サプライ 株式会社くわこや 株式会社ジャパックス

ティーペック株式会社フェザー株式会社 株式会社リツビ

ノイエス株式会社

株式会社シールズ

J.POSHオフィシャルサポーター
認定NPO法人 J.POSH （日本乳がんピンクリボン運動）を通じてピンクリボン運動を

ご支援いただいている企業・法人・など各種団体の一覧です。
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株式会社神戸酒心館株式会社HEAVEN Japan

　日本カルミック株式会社 マイランEPD合同会社

株式会社アーキ・ジャパン エターナル株式会社

旭川リハビリテーション病院

エコロシティ株式会社

ティーライフ株式会社株式会社スクロール

株式会社 北里コーポレーション

MNインターファッション株式会社

メドライン・ジャパン合同会社 株式会社HRC

MTコスメティクス株式会社 株式会社 小川

株式会社コープ東北保険センター あおもり支店

日本生活協同組合連合会

株式会社ワコール

医療ビジネス専門学校

一般社団法人日本グルーデコ協会

一般社団法人日本美姿勢協会

日本製紙株式会社

THE WORLD株式会社グンゼ株式会社

ミドリ安全株式会社

乳がん患者会「関西ひまわりの会」

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
女性経営者の会 京都薫風ライオンズクラブ藤沢ラグビー蹴球倶楽部

塩原温泉旅館協同組合

女将の会

NPO法人 日本ハウスクリーニング協会川越市 最明寺
日本航空　ラグビー部

JAL WINGS

株式会社 iDA（アイ・ディ・エー） 雪印ビーンスターク株式会社

J.POSHオフィシャルパートナー
認定NPO法人 J.POSH （日本乳がんピンクリボン運動）を通じてピンクリボン運動をご支援

いただいている営利を目的としない患者会・協会・組合・などの各種団体の一覧です。
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3 月13 日 ( 日曜日 )、名古屋市のバンテリン

ドームナゴヤ発 着の「 名古屋ウィメンズマラ

ソン 2022」（ 日本 陸 上 競 技 連 盟、中日新 聞

社主催）が開かれ、大勢の女性ランナーたち

が 名古 屋 市 内を駆 け 抜 けました。2012 年

から続く伝 統のある同大会ですが、20 年は

新型コロナウィルス禍により一般の部を中止

し、エリートの部のみ 110 人で開催。21 年は

参加者人数を絞り込み、感染対策を実施して

470 0 人での開催となり、22 年は同処置に加

え PCR 検査を導入し、８７００人が参加され

ました

この大会のチャリティ枠で出場されるラン

ナーの皆さんは、大会が指定するチャリティ

先の団体から、ご自身でチャリティ先を選ば

れます。 そこで J.POSH を寄 付 先に選 んで

頂いた方々からの寄付金をJ.POSH ピンクリ

ボン基金にお振込み頂くというしくみになっ

ています。

『名古屋ウィメンズマラソン2022』
８７００人 が 市 内 駆 け 抜 け る

お選び頂いた皆さんからのご支援は、私達

J.POSH が走り続ける大きな力となっていま

す。心より感謝申し上げます。

J.POSHの啓発パネルに見入るウィメンズマラソン参加者
（バンテリンドームナゴヤで）（写真上下ともに中日新聞社提供）

中日新聞社、参加者チャ
リティをJ.POSHに 寄 付

８
７
０
０
人
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
（
２
０
２
２
年
３
月
１
３
日
）
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J .POSHおかげ様で設立２０周年

2002 年 2 月、乳腺専門医の田中完児理事長

を含む高校の同級生 6 名が集まり“J.POSH”

という名称の乳がん啓発を目的とする「ピンク

リボン運動」を始めました。当初は、各 「々ピ

ンクリボン運動」の意味もわからず。ただ、今

後日本でも欧米のように乳がんが急激に増え

るという田中理事長の言葉に動かされて。

設 立 20 周 年を 迎 えた 今、「 ピンクリボン

運動」という言葉が日本国中に浸透し、津々

浦々で「ピンクリボン運動」が行われています。

設立当初は、日本の女性 30人に一人が乳がん

を発症すると言われていたのが、今や９人に一

人。20 年の月日は、乳がん患者の数を急激に

増やしました。しかし、早期に乳がんを発見

される方の割合もどんどん増えてきております。

これは、ピンクリボン運動にかかわるたくさん

の団体・個人の皆様方の努力の賜物と考えて

おります。

新 型コロナウイルスの感 染 拡 大により、活

動 が 制 約され る中での『20 周年』を迎えた

“J.POSH”ではありますが、さらなる未来を

見つめながら次の『30 周年』に向かって粛々

と活動を続けてまいります。今後ともよろしく

お願い申し上げます。

認定 NPO法人J.POSH

副理事長　平田 享

色々な企業の保 健 担当の方や保 健師さん

から、よく貸出の依 頼をお受けします。女性

の従業員の方々に乳がんの事や乳がん検 診

の大切さをお伝えするのに役 立てて頂いて

います。お写真を提供頂いた会場では、触診

モデルを見られた関係会社の方が「実は去年

検診でひっかかった」「母の検診に付き添っ

て行って、自分も受けたら見つかった」など話

して下さったと

か。 展 示 を 企

画 さ れ た 保 健

師さんはなおさ

ら 啓 発 の 重 要

性を感じられた

ようでした。触

診 モ デ ル に 触

る の は 初 め て

の方も多かった

ようで す が、こ

啓発パネル及び触診モデルの貸出

上記パネルと触診モデルは無償にて貸出して

おります（返送費用のみご負担いただきます）

のでご活用下さい。10 月のピンクリボン月間

には申請が集中し、ご希望の日程に沿えない

場合があります。できましたら、10 月に限ら

ず、啓発の企画をお願いできればと思います。

れからはご自身の乳房に関心をもち、セルフ

チェックを習慣づけてもらえたら良いなと思

います。 また、40 才以 上の方には 2 年に一

度の検診は是非受けて頂きたいものです。

検
診
会
場
に
設
置
さ
れ
た
触
診
モ
デ
ル
を
触
る
従
業
員

さ
ん
達
（
石
原
産
業
株
式
会
社
四
日
市
工
場
）
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認定 NPO法人 J.POSH

ピンクリボンNEWS あとがき

事務局からのお知らせ

啓 発 リ ーフレ ット 改 訂
“抗菌ハンドタオル”デビュー

啓発グッズとして抗菌ハンドタオル 2 色（ピンク、

ネイビー）を追加しました。表面に抗菌防臭・

消臭効果が半永久的に続くとされるクラビオ

ンが織り込まれています。クラビオンは、カニ

の甲羅からとれる天然成分キチン・キトサン

を繊維化した糸で、抗菌効果があると言われ

ています。低刺激で敏感肌にも安心です。

従来のリーフレットに新しい情報を追加致しま

した。今回、同封しておりますのでご覧ください。

50部までは無料にて（年2回まで）お送りしますの

で、啓発活動にご利用下さい。

※50部を超えますと送付方法が変わる為、有料と

させて頂く事になりますので、ご了承下さい。

昨年度はコロナ禍の影響で、応募件数が少な

くなりましたが、今年度も40団体に助成を行いま

す。毎年連続での申請も受け付けますので、ご遠

慮なく応募ください。なお、対象団体様へは、ピン

ピンクリボン啓発活動助成金

クリボンニュースに応募要領を同封してお送りしま

す。応募用紙のダウンロードや詳しい応募要領は

J.POSHホームページをご参照ください。

　

2022年2月、20周年を迎え

た 認 定NPO法 人J.POSHの

様々な啓発活動の中で、最も

不特定多数の皆様に直に訴

えることができるのは『啓 発

ティッシュ』の配布だと思いま

す。2014年度から始めた乳が

んの自己検診の大切さを啓発

する『Mamma　Check（マンマ

チェック）』は『ブレストアウェア

ネス』活動の一環。その一環と

して始まった「啓発ティッシュキャンペーン」の狙い

は「より多くの女性に自己検診の有用性と正しいや

り方を知って頂くため、検査方法のイラストを挿入

したティッシュを配布する」というもので、全国の保

健所や啓発団体、J.M.S参加医療機関、個人サポー

ターなどにティッシュを提供し、広く一般に配布して

頂いています。初年度は35団体に10万５千個を提

供し、年々増加して17年度には223団体に30万5

千個をお届けした実績もあります（最近はコロナ禍

の影響で減少）。

ところで、歴代のティッシュ

を並べて気付くのは、『いまや

〇人に1人が乳がんの時代』

というコピーの変遷（写真）で

す。『〇人に1人』の数値は「国

立がん研究センターがん情報

サービス」が毎年公表する統

計データ「累積罹患リスク」（あ

る年齢までにある病気と診断

されるおおよその確率）から引

用しており、〇人の数値が年々少なくなっている（罹

患リスクが高まっている）点が気がかりです。多く

の皆様に罹患リスクを訴える的確な数値だと考え

てティッシュに刷り込んでいます。ちなみに「9人に

1人」は21年度に印刷・配布したティッシュで、直

近の公表データを引用しています。街行く皆さ～

ん！、啓発団体の皆さんからJ.POSHティッシュを受

け取ったら「〇人に1人」の数値を認識するとともに、

図解された自己検診を実践してみて下さい。(I.T)


